



















とめられた最初の報告 ( ACM レポート，詳細は文献 1を参照）にはコンピュータサイエ
ンスの中核となる科目名が目的別に分類されてコンピュータ・サイエンスのコア・カリ
キュラムとして提示されている。その後，各大学に作られたコンピュータ・サイエンス学
科のカリキュラムは｢ ACM レポート'68｣ に準拠して作られた。この段階では新分野にお
ける研究実績の確立と教育の中核を担う大学教員の養成がひとつの大きな目的であったた
め，アカデミックな色彩の濃いものとなっている。その後十年を経て1978年に前レポート
を発展させる形でまとめられた ｢ ACM レポート'78｣ は教育のためのカリキュラム作りに
配慮したより包括的な内容となっている。これはさらに十年後の ｢ ACM レポート'88｣ で




























このカリキュラムを見てもパーソナルコンピュータを使った文書処理 (一太郎, Word な
どのアプリケーションソフトの使用に慣れる) と表計算 (LOTUS 1－2－3,EXCEL などの













































































































































































































5 月に名古屋大学で開かれた IEEE 主宰の Evolutional Computation の国際会議 (ICEC '96)
においてポスター発表15)に応募し採択されている。
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